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1. 定義 

1. 当社：「マクニカソリューションズ株式会社」を示します。 

2. 本サービス：当社が提供する SaaS 型で提供するデータ可視化・分析サービス「Macnica U's Case Visualizer」を示し

ます。 

3. 本サービスで利用するデータ保管/検索機能ソフトウェア：Splunk ,Inc.（以下、Splunk 社）により提供される

「Splunk Cloud」を示します。 

4. サービスアカウント：本サービス内で提供される Splunk 社の本サービス利用者に提供されるアカウントを示します。 

5. SLA：本サービスは Splunk 社の提供する Cloud 環境を基盤と致します。SLA に関しては Splunk 社規定のものに準

じます。 

Splunk 社 SLA：https://www.splunk.com/ja_jp/legal/splunk-cloud-service-level-schedule.html 

6. 業務委託先：当社が委託する「本サービス提供に関わる当社以外の会社」を示します。 

7. パートナー：本サービスをサービス利用者に販売する当社の販売代理店を示します。 

(ア) パートナーを通して本サービスを販売する場合、本利用規約でサービス利用者から当社にドキュメント提

供、通知、お支払いいただく旨表記している部分は、パートナーを通して対応するものとします。またサー

ビス利用料金に関してもパートナーを通して対応するものとする。 

2. 本利用規約の目的及び適用範囲 

 

 

 

 

3. 本利用規約の変更 

 

 

4. サービス提供 
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① 本利用規約等に定める義務を怠るおそれがある場合 

② 本サービスの利用申込書に虚偽の記入をした場合 

③ 当社または本サービスの信用を毀損する形で本サービスを利用するおそれがある場合 

④ 第７条(禁止行為)及び第 8 条（サービス利用停止または終了)に該当する行為を行ったことがある場合または行う

おそれがある場合 

⑤ その他、当社が本サービスの提供が適当でないと判断した場合 

 

 

 

 

5. サービス提供内容 

 

 

 

 

6. サービス利用期間 
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7. 禁止行為 

① 法令に違反する行為、そのおそれのある行為、またはそれに類似する行為 

② 本サービスの円滑な運営・提供に支障を及ぼす行為 

③ 本サービスまたは関連して利用する第三者の機器、設備、システム等の利用・運用に支障を与える行為 

④ 本サービスの全部または一部 (その内容に関する情報を含む。) を当社の合意なしに第三者に対して利用許諾、

販売、貸与、譲渡、開示またはリースする行為 

⑤ 当社、当社の業務委託先または第三者の知的所有権を侵害する行為 

⑥ 本サービスに関連する当社の権利表示を削除、または改変する行為 

⑦ 本サービスへの正当な利用目的以外でのアクセス、当社が指定する方法以外の方法により本サービスへアクセスす

る行為 

⑧ 本サービスへのアクセス元を不明にする行為 

⑨ サービス利用者に対して許可された範囲を超えるサービス設定変更行為 

⑩ その他、本サービス利用に際して、当社が不適切と判断する行為 

8. サービス利用停止または終了 

① サービス利用者が本サービス利用料を支払期限までに支払わない場合で、当社からの書面による催告がなされたに

も関わらず、14 日以内に支払いがない場合 

② 差押え、仮処分、租税滞納処分、特別精算、民事再生手続、会社更生手続の開始、破産もしくは競売の申し

立てを受けた場合、または自ら特別精算、民事再生手続、会社更生手続の開始または破産の申し立てを行った

場合 

③ 手形もしくは小切手の不渡り処分を受けた場合、または銀行取引停止処分を受けた場合 
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④ 営業の廃止または解散の決議をした場合 

⑤ 第 7 条(禁止行為)に定める禁止行為の事実があった場合 

⑥ 第 18 条(反社会的勢力の排除)に定める保証、表明に反する事実があった場合 

⑦ その他、本利用規約に関する重大な違反があった場合 

9. サービス利用料金 

 

 

 

 

10. サービス料金支払方法 

①お申込み時 

各契約期間分の利用料金を取り決めの支払条件にて支払う。  

②継続利用時 

契約終了日からの 1 カ月前までに必要書類を当社に提出し、請求書に沿って次年の契約期間分の利用料金を当社

指定口座に振り込むものとします。 

11. サービス利用者の情報変更 

12. サービス利用者の地位の変更 
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13. サービス利用者の責任 

 

 

 

 

 

 

14. サービス保証及び責任の制限 

 

 

 

 

15. 免責事項及び不可抗力 

① 天災地変、騒乱、暴動等の不可抗力 

② サービス利用者側の設備障害 

③ サービス利用者側の接続環境障害(本サービスへの接続点までの経路におけるインターネット接続サービス不具合
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等)  

④ 本サービスにて提供する機能のうち、サービス利用者による機能誤使用に起因する事象 

⑤ 本サービスにて提供する機能のうち、サービス利用者単独での設定に起因する事象 

16. 秘密保持及び守秘義務 

① 本サービス利用契約により、サービス利用者及び当社それぞれが知りえる相手方の内部情報、技術情報、システム

仕様及びノウハウ等の情報 

② サービス利用契約の内容（ただし、本利用規約の内容を除く） 

① 開示されまたは知得する以前に公知であった情報 

② 開示されまたは知得する以前にサービス利用者が既に所有していた情報 

③ 開示されまたは知得した後、サービス利用者の責に帰さない事由により公知となった情報 

④ 開示されまたは知得した後、その秘密情報によらずサービス利用者自らが開発した情報 

⑤ 開示されまたは知得した後、正当な権限を有する第三者から秘密保持義務を負わず適法に知得した情報 

① 法令または捜査機関、裁判所、監督官庁その他公的機関の裁判、規則、命令若しくは照会を受けた場合 

② 本サービスに関する弁護士、税理士等、職務上守秘義務を負う第三者に秘密情報を開示する必要がある場合 

17. 利用者情報及び保管データの取り扱い 
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18. 反社会的勢力の排除 

① 自己または自己の役員、使用人もしくは主要な株主が暴力団、暴力団員、暴力団員でなくなった時から５年を経

過しない者、暴力団準構成員、暴力団関係企業、総会屋等、社会運動等標ぼうロゴ、特殊知能暴力集団等に

準ずる者（以下、総称して「反社会的勢力」）に該当すること 

② 反社会的勢力が自己の事業または経営を支配していること 

③ 反社会的勢力が自己の事業または経営に実質的に関与していること 

④ 自己もしくは第三者の不正の利益を図る目的または第三者に損害を加える目的をもって反社会的勢力を利用し

たこと 

⑤ 反社会的勢力に資金等を提供し、または便宜を供与するなどの関与をしていること 

⑥ 反社会的勢力と自己の役員または経営に実質的に関与している者が、社会的に非難されるべき関係にあること 

2．サービス利用者は、以下の行為を行わないことを表明するものとします。 

① 相手方に対し、脅迫的な言動や暴力を用いる行為 

② 相手方に対し、法的な責任を超えた不当な要求を行う行為 

③ 風説を流布し、偽計を用いまたは威力を用いて相手方の信用を毀損する行為 

3．サービス利用者は、サービス利用者側の委託先に対して、第 1 項及び第 2 項と同趣旨の表明及び保証をさせるものとし

ます。 

4．当社は、サービス利用者が第 1 項及び第 2 項の表明及び保証に反したと認められる場合、サービス利用者に対して通

知または催告を行い、第 8 条(サービス利用停止または終了)に基づき、本サービスの利用停止、利用契約の終了をでき

るものとします。 

19. 準拠法 

20. 合意管轄 

21. 協議等 

 

 


